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1　は　じ　め　に

デルフイニウムの秋冬期出荷では育苗中の高温長日条件

による早期柚だい，高温通過後の低温短日条件によるロゼッ

ト化の発生が生産上の大きな問題となっている。早期柚だ

い，ロゼット化を回避するために夜間低温処理が有効であ

るが，その効果は品種によって異なると考えられる。

そこで，育苗中の夜間低温短日処理を行い，宮城県での

秋冬切り栽培に適した品種を選定した。さらに，夜間低温

処理温度について検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験構成

1）試験1適応品種の選定

カーディナル系：「スカーレットビバリーヒルズ」

ベラドンナ系：「ベラドンナインプ」「ベラドンナクリ

プドンビューティー」

ジャイアント系：「アストラット」「ミッドブルー」「ブルー

バード」「ラベンダーマジックフォンテ

ン」

の計7品種について無処理区と夜間低温処理区を設けた。

2）試験2　夜間低温処理温度の検討

1区　夜間低温処理温度13℃

2区　夜間低温処理温度15℃

（2）耕種概要

1997年6月13日，三井セル専用培土200を用いて128穴セ

ルトレイに1穴2校ずつは挿した。本葉が2枚になった7

月23日から8月25日まで夜間（17：00～9：00）13℃ある

いは15℃の暗所で育苗を行った（夜間低温短日処理）。無

処理区はガラス温室で育苗した。1997年8月26日，パイプ

ハウスに条間20C恥　株間20cm，4条植えで定植を行った。

10月23日より夜間4時間（22：00～2：00）の時期中断

を行った。

供試株数は各区8株以上3反復である。

3　試験結果及び考察

においても夜間低温処理を行うことによって早期柚だい，

生育遅延株が軽減し，さらに切り花品質及び株当たりの採

花本数が向上した（表1，表2，表3）。これより，宮城

県においてもデルフイニウムの夜間低温処理による秋冬切

り栽培が可能であることが明らかとなった。

生存苗率が高く，欠株率が低くかつ生育遅延株の割合が

表1夜間低温処理が苗質及び定植後の生育に及ぼす
影響

雄時　　　早捌だけ蛸静　欠抹‘

難　矧Ⅷ）生存鞘（％）（％）（％）（％）

レディナル系

加－レバビ′り－ヒルズ

触理

131

151

（2．6）（1．8）　3．2　－　　0　16．7

5．0　2．5　87．6　－　23．5　25．0

3．2　2．2　51．6　－　25．0　22．2

ベラドけ系

ベラドけインナ

醜理

13で

15で

ベラドけクリすけビューティー

醜理

13℃

151

5．0　3．8　56．2　28．612．5　33．3

5．3　4．5　95，4　19．2　0　　0

6　86 0　　0　　1

4．3　4．8　60．9　40．017．4　20．8

4．7　4．7　84．4　47．8　4．3　　0

4．1　5．4　75．017．8　5．816．7

ジャイアン沌

7ストラット

拠理

131

1うで

ミ？けルー

拠理

131

151

ブルーバード

醜理

131

151

ラぺけ－マジッHIンテン

触理

13℃

151

4．8　3．9　48．4　50．0　55．6　4．2

5．0　5．0　81．2　臥4　37．5　4．2
6　62

5．1　5．0　71．9　83．3　20．0　33．3

5．3　5．1　84．4　22，7　20．016．7

5　72

5．4　5．0　65．6　50．0　26．316．7

4．7　4．8　71．9　5．6　0　　4．2

4　79

5．0　4．2　59．4　50．0　31．3　29．2

5．1　4．5　82．8　42．9　20．8　0

5．2　4．9　83．6　43．4　21．7　4．2

（1）試験1

「スカーレットビバリーヒルズ」を除いたいずれの品種
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注．a：採花本数に対する割合　b：生存している株数
に対する割合　C：定植した株数に対する割合
（）：調査個体数2個体　　－：開花せず
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表2　切り花品質及び開花期

切り花品質　　　　　株当たりd

閑加　切花長　花鶴　切花車　中欄肌以上の切　の採花

（月／日）（止）（皿）（g）（留）花の船（％）硝㈱

スカーレットビバlトヒルズ

地理

131

15‡

ベラドンナインプ

無処理

131

15で

ベラドけクリプドンビューティー

醜理

13で

駅

（12／1）（61．3）（11．0）（15．5）（4．3）　一　　0．3

12／3　87．112．818，9　8．3　　－　　3．7

12／3　98．114．8　35 4　　－　　3

Ⅰレ24　67，913．6　20．8　9．3　　－　1．0

11／20　69，3　13．8　2臥5　9．2　　－　1．0

11／28　阻717．2　33．512．5　　－　1．4
7ストラット

地理

13‡

15で

ミ7けルー

触理

13で

151

ブルーバード

拠理

】汀

15℃

ラベンダーマジック7Iンテン

純理

13‡

15℃

（12／5）（67．5）（41．5日23．4）一　（50．0）　0．2

12／4　75．0　3D．5　47．3　－　　詔．4　1．0

12／7103 9　一　　郎

（11／19日81．0）（乳0）（弧2）－　（】恥）　0．3
11／17　61．4　27．8　63．7　－　　6．7　　0．9

11／28　81 9　－　　37

11／2167．3　31．2　35．5　－　　0　　0．7

12／2　79．133，5　46．4　－　　21．4　　0．8

ll／281伽 4　－　　朗

（11／13）欄．0）は．0）（24．5）一　（24．5）　0．1
11／17　62．0　23．144．4　一　　札5　　0．9

11／26　89．2　32．6　59．8　－　　59．8　　0．6

注．1997年12月31日調査打ち切り
d：全採花本数／定植株数
（）：調査本数が15本に満たないもの
一：調査不可

最も低かったのは「ペラドンナインプ」「ペラドンナクリ

プドンビューティー」のベラドンナ系であった（表1）。

夜間低温処理を行うことによって70cm以上の切り花が株

表3　夜間低温処理（15℃）区の切り花長別棟当たり
の採花本数　　　　　　　　　　　（本／株）

50cm以下　50cm～　　70皿～

スか一レットビバリーヒルズ　　　0　　　　　0

ベラドンナインプ　　　　　0．7　　　1．1

ペラドンナクけドンビューティー　　　0．3　　　　0．7

7ストラット　　　　　　　　0．1　　　　0．1

ミッドブルー　　　　　　　0．3　　　　0．6

ブルーバード　　　　　　　0．3　　　　0．3

ラベンダーマジックフォンテン　　　0．3　　　　0．2

注．12月31日調査打ち切り

当たりで最も多く得られたのは「ベラドンナインプ」であ

り，次いで「ベラドンナクリプドンビューティー」であっ

た（表3）。

いずれの品種においても無処理区と比べて，夜間低温処

理区の方が開花日が遅れる傾向が見られたが．それは無処

理区に早期柚だいが多く発生したためと考えられる。

（2）試験2

苗質及び定植後の生育について夜間低温処理温度13℃と

15℃の差は判然としなかった（表1）。しかし，切り花品

質については12月31日の調査打ち切りまでの結果では，い

ずれの品種においても13℃処理区と比べて15℃処理区の方

が良かった（表2）。これは，良花のピークが15℃処理区

では年内だったのに対して，13℃処理区は年明けになった

ためと考えられる（データ省略）。

4　ま　　と　　め

宮城県においても夜間低温処理による秋冬切り栽培が可

能であり，適した品種は「ペラドンナインプ」「ペラドン

ナクリプドンビューティー」のベラドンナ系であると考え

られる。

また，秋冬切り栽培のための夜間低温処理温度は13℃よ

りも15℃の方が良く，年内に良花を得ることができた。
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